
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研究背景と目的 

古来，日本人は和歌，絵画，造園など様々な手法で自然風景を表

現し，いけばなもその一つである 1)。日本において最も歴史の長い

いけばなの流派は池坊（いけのぼう）であり，その歴史は飛鳥時代

にまで遡ることができる 2)。室町時代に「池坊」といういけばなの

流派が結成され，仏前供花から立て花（たてはな）を経て立花（り

っか）という独自のいけばなの様式を成立させた。立花 3)は多様多

種の植物によって自然風景を表現するいけばな様式である。立花

の制作と相伝のため，秘事奥義を記した書である花伝書 4)が作ら

れた。その中で，池坊の基本理念を確立させ池坊が立花界の主流

となるきっかけを作った花伝書『池坊専応口伝』5)（以下『専応口

伝』と略す）には，立花について，次のように述べられている。 

「野山水辺おのづからなる姿を居上にあらはし（中略）たゞ小水

尺樹をもつて江山数程の勝概をあらはし，暫時頃刻の間に千変万

化の佳境をもよおす。」 

つまり，池坊の立花作品は，植物そのものの表現だけでなく，

自然の風景が写しとられ，表現されたものであることが分かる。 

江戸初期からは，立花が描かれた花形絵が伝承されてきた。花伝

書と花書に立花がいかに風景を表現しているかについて記述され

ている一方で，花形絵は立花の実態を写している。立花の花形絵

は江戸初期から現在まで，同じ流派（系統）によって継続的に残さ

れているため，風景表現の研究対象として有意義である。 

芸術作品等における風景表現に関する研究は，これまで主に絵

画が対象とされてきた。工藤ら 6)は柿の表象表現にみる風景観の

変遷の研究に絵画を用いた。谷ら 7)は山水画における竹が含まれ

る空間の表現特徴を研究した。その他にも絵画を用いて風景表現

の研究が多数存在するが，いけばなを対象としたものは少ない。

一方，立花に関する研究は，深田 8) 9)が花形絵の脇に書かれた作品

の制作状況（時間・場所）をもとに，立花が行われた建物を分析し

たが，描かれた作品そのものに対する分析は行われていない。村

上 10)は立花が大自然を象徴的に表すことを論じたが，立花の役枝

の名前と代表する風景的意味を混同するなど，立花が表す風景の

考察が不足している。このように歴史，文学分野において立花に

関する研究が存在するものの，風景表現に関する知見は十分では

ない。 

そこで，本研究では，池坊の立花における風景表現の方法を明ら

かにした上で，江戸期から現在に至るまでの風景認識の変遷につ

いて考察することを目的とする。そして中でも，遠景から近景に

至る視距離帯に関する風景認識を取り上げ，遠景，中景，近景，そ

れぞれの視距離帯における風景認識の空間的広がりや注視状況，

そして連続性についての時代的変遷に着目する。これら視距離帯

に関する風景認識は，絵画等における風景表現において，風景の

奥行や均衡を再現するうえでの重要性が指摘されており，立花に

おける風景表現にとってもその特徴を左右すると考えられる。 

以下に述べるとおり，本研究では，まず花伝書および花書を解読

した上で花形絵の分析を行った。これらは花を活ける際の指南書

であり，池坊における風景表現の方法を読み取ることができる。

また，古くから残されている花形絵からは，写実的に記載される

各時代の代表的な立花作品を把握できる。そこで，この両者から

各時代における風景表現の特質を明らかにし，風景認識の変遷を

考察した。 

２．花伝書と花書の解読 

（１）研究対象 

立花に表現する風景表現の意味を明らかにするため，本研究は，

花伝書と花書 11) 12) 13) 14) 15) 16) 17) 18)を研究対象として取り上げた。 

花伝書と花書はどちらも自然風景を作品にいかに表現するかに

ついて記載されているが，花伝書と花書は互いに相反する性格が

ある。本来，花伝書は中身を秘密にしながら，特定の受伝者だけ眼

に触れるものである。反対に花書は立花の大衆化を図るために一

般に公開されたものである。花伝書は戦国時代，とくに16世紀前

半の天文年間に集中的にあらわれ，「天文花伝書」と言われてい 
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る 4)。立花を大衆に普及するより，立花の構成理論を作り上げ，そ

れを伝えることがその当時の花人の目標であったため，この時期

の花書は少ない。17世紀前半には，二代専好が多くの花形絵を残

し立花様式を完成するとともに，立花理論を確立し，天文伝書の

時代を終わらせた。その後，二代専好の門弟の十一屋太右衛門が

『古今立花大全』を著したのを契機に多くの花書が刊行されるよ

うになった。 

（２）分析方法 

花伝書と花書の記述を，①立花の構成及び役枝の変化，②風景表

現，とりわけ視距離帯に着目し，これらの 2 つの視点から内容を

把握し整理した（表－1）。 

（３）結果 

１）立花の構成及び役枝（道具）の発展 

今日の「いけばな」は，花を生けることに対する名称であり，室

町時代には，花を花瓶に立てることに由来して「いけばな」ではな

く「立て花（たてはな）」と呼ばれた。立て花は立花の前身であり，

「しん」と「下くさ（下草）」で構成されていた。立て花の「しん」

は人間の「心」に喩え，「本木」「真」とも呼ばれた 11）。「しん」と

「下くさ」の上下 2段で構成される立て花は次第に複雑になり，

「専応口伝」に7 つの役枝の名称が現れた。その7 つの役枝は，

真（しん，あるいは心），副（そえ），副請（そえうけ，のちに「受」

を経て「請」に），正真（しょうしん，あるいは小真，真隠），見越

（みこし），流枝（ながし），前置（まえおき）である。江戸初期の

「臥龍華書」に「胴作り（どうづくり，後の「胴」）と「扣（ひか

え，後の「控」「控枝」）が現れたが，正式な役枝として定着するの

は江戸後期である。『古今立花大全』では7つの役枝を「七つの道

具」と呼び，「立て花」は「立花」へと名称を変えた。江戸後期，

池坊専定は「控（ひかえ）」と「胴（どう）」を役枝に加え，立花の

9つの役枝（道具）の形式を完成させた。明治期と現代の立花の構

成は，専定の時代とほぼ同じである。また，現代の役枝の名称は

「真，副，見越，請，正真，胴，流枝，前置，控枝」となっており，

本研究ではこの名称を用いて検討した（図－1）。 

立花の構成が複雑化する一方，立花における段の区分とその意

味も変化した。室町時代の立て花は，『仙伝書』の記述に見られる

ように，上下の2段区分だったのに対し，『専応口伝』では花材の

配置場所が3段に区分され上中下の3段が意識されるようになる。 

この3段の区分は，花材の形態による区分であり，具体的には，真 

の「一の枝」からこみ際までを3つに分割している 19) 20)（図－1）。
したがって，江戸初期の立花では花材の配置に中段が意識される

ようになるが，中段において役枝は設けられておらず，構成上で

は上下の 2段区分で，正真を境に役枝を前後に分けて立てられた
21)。すなわち，真，副，見越，請などの役枝群は作品の後方に立て

られ，正真と前置などの役枝群は前方に立てられた。 

江戸中期には，作品集によると下段の充実，拡大が図られたとの

記述を確認でき，上下2段区分のままであった 22)。 

江戸後期には，9つの役枝の完成とともに，立花の構成は胴の周

りを中心とする3段区分に変化した 23)。すなわち，真，副，見越

が上段の役枝に，請，正真，胴が中段の役枝に，流枝，前置，控が

下段の役枝に変化した。この構成は花材の 3段区分にもとづくも

のと考えられる。明治時代と現代の立花は江戸後期と同様であり，

3段の区分で構成されている。 

２）立花に表現される風景的意味の変遷 

『仙伝抄』によると，室町時代の立て花は「しんをほとけ，つぎ

のえだを神，下くさを人間」と意味づけられていた。また，立て花

は「古今遠近と立てるべし」とされていた。「古今」は時間スケ－

ルを指し，「古」は季節を過ぎた花材を使用することで過去を表し，

「今」は当季の花材を使用することで現在を表している。「遠近」

は空間スケ－ルを指し，「遠」はうしろに立てる花材によって遠い

山を表し，「近」はまえに立てる花材によって近い野原を表してい

る。すなわち，この時代の立て花は宗教的な意味を持ちながら，時

間軸と空間軸を意識した風景表現である。『仙伝抄』に記述された

遠近関係はのちの立花にも影響している。また，『仙伝抄』には花

材が生育環境の景色を表すとされており，たとえば，山の高木の

花材は山，水辺の花材は水辺を表現すると記述されている。 

『専応口伝』では「小水尺樹をもつて江山數程の勝槩をあらは

し」と立て花の風景表現の意味を強調し，季節感を表現すること

を第一にと強調されている。また，『臥龍華書』では方位の表現が

追加され，「見越」が「深山の景気」の表現とされた。さらに，『立

花秘伝書』等では以前の花伝書に学び，立花により景色を写しと

ることが述べられている。たとえば，『立花正道集』の「だんのつ

つじのこと」は賀茂の檀の山を写しとるなど縮景的な表現が見ら

れた。一方，『立花時勢粧』は立花の風景表現を「立花十体」にま

とめ，野原，水辺，山と草，山の麓の竹の風景などを描写し，立花

全体によって風景を表現していた。 

表－1 花伝書と花から読み取る立花構成及び役枝の発展と風景表現 
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また明治期の『陰陽嶺岳瀧市尾之法』では役枝ごとに風景的意味 

を持たせ，『萬相一瓶ノ圖』ではそれをさらに発展させて，立花図

を風景図と結びつけた（図－2）。この時期，遠景を表現する真，

副，見越は遠山の景色，中景を表す正真，胴，請は岩石や滝が流れ

ている絶壁の景色，近景を表す控枝，前置，流枝は山麓や集落の景

色に限定されるなど，風景表現の内容が固定化される傾向にあっ

た 17) 18) 24)。 

３）立花に表現される視距離帯 

前節の結果から，立花の構成は江戸初期から江戸中期まで上下

2段区分であり，江戸後期になって上中下 3段区分であったこと

が読み取れた。『仙伝書』では奥後方の役枝で遠景を，手前前方の

役枝で近景を表現するとされていた。江戸初期から江戸中期まで

の立花は，奥後方の役枝で遠景を，手前前方の役枝で近景をそれ

ぞれ表しており，当時の立花は遠景を表現する上段と近景を表す

下段の 2段区分で構成されている。池坊立花では風景の映し取り

が原則であることを考慮すると，この時期は風景を遠景と近景の

2区分で認識していたと考えられる。 

江戸後期，作品の構成は上中下段の 3段に変化する。作品群を

分析した知見によれば，上段が遠景，中段が中景，下段が近景を表

すようになるとの指摘があり21），風景認識においてはも遠中近景

の3区分になったと考えられる。 

明治期，各役枝によって遠中近景が表現され，水の流れも表現さ 

れている。風景表現における 3区分の視距離帯の間の連続性が認

識されるようになったと考えられる。また，草本植物により表現

される水の流れは「草道」といい，連続されるようにたてられた。

すなわち，水の流れは遠い山から山麓や集落まで繋がっており，

風景表現の連続性が見られるようになった 22)。 

 

３．立花花形絵の分析 

（１）研究対象 

前節で花伝書と花書から読み取った風景認識を確認するため，

立花作品を写実的に記載している花形絵を取り上げて，表－2 の

作品集から花形絵を抽出した。 

池坊専好（二代専好）は後水尾天皇をはじめ，貴族，公家の間で

立花の指導をたびたび行い，作品は専門の絵師により記録され，

天皇への献上物となったため数多く残された。本研究では，江戸 

初期のものとして『池坊専好立花名作集』25)を選定し花形絵を抽出

した。江戸中期から明治にかけての花形絵については，立花稽古

の参考資料として発刊された『いけばな美術名作集(4）(5）(8）』
26) 27) 28)に収録される作品集から抽出した。現代の花形絵は，柴田

の『守破離柴田英雄立華作品集』29)を用いた。 

ところで，立花は「立花瓶」という花器に立てられる「立花」と

「砂鉢」に立てられる「砂物」の 2 つの様式がある。さらに，立

花は株の数によって立花と 2 つ真の立花に分けられる。本研究で

は，花器を含めて作品の全体像が描かれた 1株の立花に着目し，

上述した作品集の合計715点の花形絵から376点を研究対象とし

て選定した（表－2）。 

（２）分析方法 

役枝（図－1）による作品立面の構成状況を分析するため，花形

絵を細かく分割してユニット化した。『専応口伝』によれば，立花

の高さは花器の丈（縦寸法）によって決定される。そこで，作品が

描画される空間を「花器丈（縦）×花器丈（横）の半分」の基準単

位を用いて分割した（図－3）。また，各ユニットにおける役枝の

分布状況によってユニットの性質を判定した。たとえば，真が分

布するユニットは真に分類した（図－4）。1つのユニットに複数

の役枝が分布する場合は，そのユニットに占める面積が最も多い

役枝に分類した。その上で，それぞれの役枝が分布するユニット

を遠景，中景，近景に分類して把握，整理した。 

前章の結果から，江戸初期から中期までの立花は，後方に立てる

役枝によって遠景を，前方に立てる役枝によって近景を表現して

いることが読み取れる。 

 

表－2 研究対象の出典 

図－2 立花（左）と風景表現（右）の比較 

「萬相一瓶ノ圖」より作成 

図－1 立花の構成と役枝の名称 

（『新刻瓶花容導集』より作成 
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そこで，江戸初期の花形絵については，作品の後方に立てられた 

役枝群である真，副，見越，請などを遠景表現に分類し，作品の前

方に立てられた役枝群である正真と前置を近景表現に分類した。

また，江戸中期の花形絵については真，副，見越は作品の後方に立

てられた役枝群で，遠景を表現し，正真，請，前置などは作品の前

方に立てる役枝群で近景表現に分類した。さらに，江戸後期以降

の花形絵については，真，副，見越は上段の役枝群で遠景を表現し，

正真，請，胴は中段の役枝群で中景を表し，前置，控，流枝は下段

の役枝群で近景に分類した（図－5）。その上で，立花に表れる風

景認識を把握するため，①遠景，中景，近景を表現するユニットの

数を確認し，②各ユニット内の投影面積の割合を計算した。 

１）遠景，中景，近景を表現するユニットの数の把握 

各時代における遠景・中景・近景の構成や力点の置き方を把

握するために，各景を表現するユニットの数を計数し，それぞれ

時代ごとに平均値および標準偏差を計算して比較した。ユニット

の数が多いほど，花形絵に占める各景が大きく表現されており，

風景表現において重視されていたと考えられる。また，以上の結

果を多重比較検定（Tukey-kramer法）によって時代間の平均値

を比較した（図－6）。 

２）ユニット内の投影面積の分析 

ユニットの数が多いほど，風景表現において重視されていたと

考えられるが，ユニットの数が同じ場合は，ユニット内の投影面

積の大きい方が，つまり役枝が多く配置される方がその景は重視

されていると考えられることから，各景のユニット内の投影面積

を分析した。 

前小節1）で算出した各景を表現するユニット数について，時代 

ごとに平均値に最も近い作品を抽出し，ユニットの投影面積の割

合を分析した。たとえば，江戸初期の80作のうち，遠景を表すユ

ニットの数は8 から35個まであり，その平均値の17.56個に最

も近い18個の作品は6作あった。また，近景を表すユニットの数

は1から25個まであり，平均値の3.95個に最も近い4個の作品

は25作があった。同様に，江戸中期の89作については，遠景を

表すユニットの数の平均値 12.97個に最も近い 10 作，近景の平

均値 13.36個に最も近い 21 作を抽出した。江戸後期は，遠景を

表すユニット数の平均値12.86個に対して9作，中景を表すユニ

ット数の平均値5.49個に対して11作，近景を表すユニット数の

平均値6.84個に対して28作を抽出した。明治期は，遠景を表す

ユニット数の平均値 9.43個に対して 9 作，中景を表すユニット

数の平均値 5.15個に対して 4 作，近景を表すユニット数の平均

値4.90個に対して28作を抽出した。現代は，遠景を表すユニッ

ト数の平均値12.49個に対して5作，中景を表すユニット数の平

均値6.12個に対して7作，近景を表すユニット数の平均値6.02
個に対して12作を抽出した。以上の抽出した作品の各ユニットを

縦方向と横方向にそれぞれ8等分し、ユニットごとに64個の小ユ

ニットに分割した。そのうえで，各小ユニットにおける役枝の分

布の有無を確認し，ユニットごとに役枝が分布している小ユニッ

トの割合を計算した。さらに，これを①25%未満，②25%以上50%
未満，③50%以上75%未満，④75%以上，の4つに区分し，それ

ぞれのユニット数を算出した。最後に，時代ごとに 4 つの類に分

けられたユニット数の平均値を計算した（表－3）。 

図－5 遠景・中景・近景の時代区分 

図－3 ユニットの作成 図－4 ユニットの性質の決定 

江戸初期 江戸中期 江戸後期 

遠景 

近景 

遠景 

近景 

遠景 

中景 

近景 
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（３）結果 

１）風景表現の広がりで読み取る風景表現の状況 

各景を表現するユニットの数の計算結果から風景表現領域の面 

積と分散を確認した。江戸初期では遠景を表すユニットの広がり

が大きく分散も大きかった。また，江戸中期には近景を表すユニ

ットの広がりが増加し，花形絵の中に遠景と近景の割合が同程度

になった。さらに，江戸後期には中景の区分が始まるが，遠景と近

景のユニット数の変化から，中景は近景から分離したものと考え 

られた。明治期には，遠景と近景の表現が減少し，分散も小さかっ

た。最後に，現代では再び遠景の広がりが大きくなり分散も大き

かった。中景と近景は明治時代より広がりが大きく分散も大きか

った。全体としては，江戸後期以降，遠景の広がりは中景，近景の

割合の合計と同程度の割合を示した。 

２）ユニットの投影面積から見る風景表現の把握 

全体としては，遠景を表現するユニットの投影面積割合は25%
未満に集中していた。また，25%以上50%未満のユニット数は時

代によって変動し，50%以上75%未満のユニットは時代の経過に

ともなって減少傾向であった。中景のユニットにおける投影面積

の割合のカテゴリ－ごとの分布は変化が少なかったが，明治期投

影面積割合の75%以上のユニット数の増加が見られた。近景の変

化は大きく，江戸初期には投影面積割合の各カテゴリ－に比較的

均一に分布していたのに対し，江戸中期には投影面積の割合が低

いユニット（25%未満と25%以上50%未満のユニット）が大幅に

増え，江戸後期には減少した。また投影面積割合が大きいユニッ

ト（50%以上75%未満と75%以上のユニット）は江戸中期にやや

増え，後期から減少し，現代に入って再び増加した。

３）風景表現の注視度の変化 

江戸初期の立花では遠景表現に重点が置かれていたと考えられ

るものの分散が大きかった。江戸中期および後期には遠景を表現

する空間的広がりが減少し，明治期にはさらに減少して，現代に

入ると広がりも分散も大きくなった。しかし，遠景の投影面積割

合はいずれの時代においても低かった。 

中景表現は，江戸後期に顕在化し，遠景と近景のみだった風景表

現に中景が追加され風景表現に連続性が見られるようになった。

時代別にみると，江戸後期は分散が大きく投影面積割合にばらつ

きが見られた。明治期は，中景の投影面積割合の増加が特徴的だ

った。現代では再び，中景を表現するユニット数と投影面積のば

らつきが大きくなった。 

近景表現は，江戸初期のユニット数が少なく，投影面積割合が大

きかった。江戸中期にはユニット数が増加して花形絵に占める空

間的広がりが増加した。江戸後期から明治期までは広がりが減少

し分散は低く安定化した。江戸中期は投影面積割合が低くなった 

が，江戸後期には高い作品も現れた。明治期は，全体的に投影面積 

割合が低かった。現代では，広がりが大きくなり，分散は以前の時 

代よりかなり大きくなった。この時期の投影面積割合にはばらつ 

きがあり，表現の多様化が見られた。 

＊＊は多重比較検定（Tukey-kramer法）による1%有意を示す。 

図－6 遠景・中景・近景の広がりの比較 

表－3 ユニットの投影面積の比率の時代別変化 

25%未満 25-50%未満 50-75%未満 75%以上

江戸初期 

遠景 12.20 3.70 2.20 0.00
中景 0.00 0.00 0.00 0.00
近景 0.84 1.08 0.80 1.32

江戸中期 

遠景 7.30 5.10 0.50 0.00
中景 0.00 0.00 0.00 0.00
近景 5.00 4.70 1.50 1.90

江戸後期 

遠景 6.80 5.90 0.20 0.00
中景 1.40 2.10 0.90 0.60
近景 2.20 3.00 0.75 1.00

明治期 

遠景 6.50 4.30 0.38 0.00
中景 1.30 1.50 0.30 2.00
近景 2.60 2.40 0.00 0.00

現代 

遠景 7.80 3.80 0.40 0.00
中景 1.90 1.70 1.10 2.10
近景 2.50 3.30 0.25 0.00

561ランドスケープ研究 83 (5)，2020



４．考察 

ここでは，室町時代から明治時代にかけての花伝書と花書をも

とに，江戸期以降から現代までの変遷に着目して，池坊の立花か

らみた視距離帯に関する風景認識について考察する。 

江戸初期と中期では，立花の役枝の前後の配置によって遠景と

近景が表現された。江戸初期の風景表現では遠景に重点が置かれ

ていたと考えられるが，遠景，近景ともに空間に占める割合の分

散が大きく，風景認識が安定したものではなかったと考えられる。

また，『専応口伝』によれば「江山數程の勝槩」によって広い遠景

域を想像させつつ，「野山水辺おのづからなる姿」によって目で見

える近景域が表現され，遠景と近景とが表現されていることが読

み取れる。さらに，『臥龍華書』の見越に関する記述からは，遠景

への認識と，役枝による視距離を表現する意識が読み取れた。加

えて，『立花秘伝書』の「心（真）」による大木，「流枝」による松

の表現から，真は形，サイズが確認できる遠景を，流枝は個々の植

物種が確認できる近景を表現すると考えられた。これらの花伝書

からは概論的な風景認識しか読み取れなかったことを踏まえると，

江戸初期から中期にかけては風景表現の模索期と考えられ，風景

認識に関しても固定的ではなかったと考えられる。江戸中期の花

書『立花正道集』では「江山千里」の遠景表現と「四季の変化木草

の出生」の近景表現，『だんのつつじ』では山と花を写す遠景と近

景の表現を読み取れる。他方，『立花十体」』では「野澤体（野原の

風景の表現）」「池中体（水景）」「山頭有草体（山のてっぺんに草本

植物が生えている景色）」「山下有竹体（山麓に竹林が生えている

景色）」において近景を意識した風景表現を把握でき，近景の奥行

きが深い。役枝の変化によって近景の広がりが増えたことにあわ

せると，この時期の風景認識の重点は近景へ移行したと考えられ

る。同時に，この時期，遠景の広がりに関する分散が小さくなるこ

とから，遠景に対する認識が安定した可能性を指摘できる。 

江戸後期には，中景の分離，強化により風景表現の連続性，ひい

ては風景認識の連続性が促進されたことが考えられる。また，江

戸中期から後期にかけては，この時期の花書に風景表現の分類な

ど具体的な風景描写が見られるようになっており，風景表現の発

展期と考えられる。 

明治期は，中景表現を重視する傾向が見られ，風景の連続性に対

する認識が高まったことが考えられる。この時期には，立花の各

役枝によって遠い山から近い集落までそれぞれの風景表現が詳細

に規定され，風景表現の成熟期と考えられるが，一方で表現がパ

タ－ン化され，固定化された点を指摘できる。 

現代は，花形絵の遠景，中景，近景が空間的に広がり，分散も大

きかったことから，この時期は明治期に固定化された表現パタ－

ンを打破し，新たな風景認識が芽生えた時期と考えられる。 

総括すると，池坊の立花は，単に植物そのものの表現のみなら

ず，立花によって自然風景を表現していた。村上は立花が「遠山の

景色」を象ると論じたが，本研究を通して，立花の風景表現におい

ては遠景から中景，近景まで，重層的な空間スケ－ルで風景が認

識されていることが示された。 

最後に，本研究は立花に表現される風景認識に着目したが，表

現形としての立花の構成の変化をもとに各時代の風景認識を読み

取っているが，こうした立花の構成の変化は，技法や道具の進展

なども関わっている 30)。これらの関連については今後の課題とし

たい。また，江戸後期に「遠近法」が日本にもたらされ，同時代の

絵画等にも中景表現が立ち現れている 31)。立花における中景の分

離もこのような時代背景の影響を受けている可能性があるが，和

歌，絵画，造園など他の風景表現手法との比較検討も今後の課題

である。 
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